
＜高付加価値型農業の実践を行っている事例＞

○新規作物『マコモダケ』の導入

１．集落協定の概要

市町村･協定名 奈良県宇陀郡御杖村神末 太郎生団地
うだぐんみつえむらこうずえ た ろ う だ ん ち

協 定 面 積 田 100％ 畑 ％ 草地 採草放牧地
11．7ha 水稲

交 付 金 額 個人配分 0％
226万円 共同取組活動 積立金 44％

100 ％ 鳥獣被害防止対策費 44％
％役員報酬 9
％その他 3

協定参加者 農業者 27人

２．取組に至る経緯

、 、 、本集落は ほ場整備や農道等の基盤整備がほぼ整った集落であり 全ての田で水稲

。 、 、 、転作作物が作付けされている しかしながら 大半が兼業農家であり 高齢化の進行

後継者不足から、耕作の継続が困難となる農用地の発生が予想されたため、新規作物

の導入等により、集落全体としての農業生産活動の維持・発展、耕作放棄地の解消等

農地保全活動に取り組むことになった。

３．取組の内容

本集落では、高付加価値型農業の実践により、黒米・いんげんの作付けを行ってい

たが 「自分の土地がある集落を活性化したい 「他の人が訪れるような元気な集落、 」、

にしたい」との思いから、昨年度より『マコモダケ』を試験的に導入した。

集落協定役員が 「まこもサミット （第5回全国まこもサミットｉｎ玉城2008三重、 」

県度会郡玉城町）に参加し、基調講演、料理紹介、現場研修を通じてマコモダケの栽

、 、 。培方法等を勉強することにより 本年度は5aに200株程度の作付けを行い 収穫した

マコモダケの刈取り作業 収穫されたマコモダケ



［集落の将来像]
○ 核となる担い手農家を育成し、農作業の受委託を推進するとともに、新規作物の導入や景観作物の作
付等を行い、集落全体としての農業生産活動を維持、発展させる。
将来は集落営農の組織化を検討し、適切な農地の保全に努める。○

［将来像を実現するための活動目標]
○ 耕作放棄地の防止策として、耕作放棄されそうな農用地については、担い手農家への農作業の委託
を行い、協定面積の10％以上の増加を目指し、農作業の継続を図る。

○ 多面的機能を増進する取組として、景観作物の作付けや農道沿いへの景観植物の植栽を行うとともに
新規作物の導入や有機農業等を協定面積の５％の実施にむけて取り組む。

○ シカ、イノシシによる農作物への被害が拡大しているため、地域内全域に防護柵等の設置を実施する
○ 集落営農組織の構築に向け、核となる担い手の育成と支援を行う。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 田11.7ha 周辺林地の下草刈り 高付加価値型農業の実践（ ）
（年1回） （黒米、いんげん等の作付け

共同取組活動 昨年度からマコモダケ
目標協定面積の５％)

共同取組活動
共同取組活動

水路・作業道の管理
・水路3.99km 年2回 景観作物の作付

清掃、草刈り (レンゲ) 担い手への農作業の委託
・道路2.1km 年2回 草刈り （協定面積の10％を目標）

共同取組活動 共同取組活動
共同取組活動

農地法面の定期的な点検
（随時）

個別対応

４．取組による変化と今後の課題等

今回のマコモダケの試験栽培の取組は、新規作物について、広くたくさんの方に知

って頂くことが目的だったので、収穫祭での収穫体験と試食会を通じて、高齢者でも

比較的生産しやすい『マコモダケ』への理解が深まり、非常に好評であった。

これを機に取組の拡大を進めることとしているが、生産物を安定的に販売できる販

路の確保が今後の課題である。

［平成21年度までの主な成果］
○ 新規作物「マコモダケ （H21実績0.05ｈa)」
○ 新規作物（黒米・いんげん等 （当初0.1ha、目標0.7ha、H21実績0.7ha））
○ 担い手への農作業の委託（当初1.0ha、目標2.2ha、H21実績2.6ha）


